
笑顔とがんばりの町
広
報おのまち
満開の桜の中で…

平成20年
№543 5

４月26日小野新町小学校、浮金小学校で運動会が開催されました。
さわやかな春風の中、子ども達は元気一杯に走り、練習の成果を発揮していました。
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行
政
区
長
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
推
せ
ん
さ
れ
た
方
を
、
町
長
が
委

嘱
す
る
も
の
で
す
。

　

行
政
区
内
の
お
世
話
役
、
町
と
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

１
年
間
お
骨
折
り
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

仕
事
の
内
容
は
複
雑
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
11
日
に
行
わ
れ
た
区

長
会
の
席
上
で
、
区
長
会
役
員
が
次

の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

会　

長　

長
久
保
喜
伸（
湯　

沢
）

副
会
長　

森
田　

高
夫（
平　

舘
）

　

〃　
　

四
家　

吉
次（
吉
野
辺
）

　

〃　
　

常
恒　
　

武（
塩
庭
二
区
）

幹　

事　

野
﨑　

喜
則（
反　

町
）

区長会の様子

各集落農政推進協議会会長を委嘱
　

平
成
20
年
度
集
落
農
政
推
進
協
議
会
会
長
の
委
嘱
状
交
付
を

４
月
23
日
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設
で
行
い
ま
し
た
。

　

同
推
進
協
議
会
は
、
町
と
農
家
と
の
連
絡
調
整
役
と
し
て
、

ま
た
各
集
落
内
に
お
け
る
農
林
業
事
業
の
推
進
役
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

各
集
落
の
会
長
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

大　

八　
　

先
崎　
　

久　
　
　

谷
津
作　
　

伊
藤　

義
勝

小
野
赤
沼　

遠
藤　

清
悟　
　
　

菖
蒲
谷　
　

根
本　

七
郎

雁
股
田　
　

鈴
木　
　

徹　
　
　

皮
籠
石　
　

村
上
伊
佐
美

飯
豊
上　
　

羽
生　
　

明　
　
　

飯
豊
中　
　

二
瓶　

徳
喜

飯
豊
下　
　

先
崎　
　

薫　
　
　

吉
野
辺　
　

舘
川　
　

明

浮　

金　
　

大
和
田　

勝　
　
　

小
戸
神　
　

大
方　

一
豊

小
野
山
神　

今
泉　

隆
男　
　
　

夏　

井　
　

吉
田　

真
一

南
田
原
井　

村
上　

栄
二　
　
　

湯　

沢　
　

今
泉　

嘉
博

塩
庭
一
区　

吉
田　

吉
久　
　
　

塩
庭
二
区　

常
恒　
　

元

上
羽
出
庭　

西
牧　
　

　
　
　

和
名
田　
　

吉
田　

幸
一

　

な
お
、
会
議
席
上
で
連
絡
協
議
会
の
役
員
が
次
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

会　

長　
　

伊
藤　

義
勝

副
会
長　
　

大
方　

一
豊　
　
　

副
会
長　
　

村
上　

栄
二

小
野
町
消
防
団 

 

辞
令
交
付
式

片岡俊夫本町行政区長

伊藤義勝谷津作協議会長

皆
さ
ん
と
町
行
政
の
パ
イ
プ
役

平
成
20
年
度
行
政
区
長
を
委
嘱

行政区長名簿
（敬称略）

行政区 区　長　名
本　　　町 片　岡　俊　夫
横　　　町 折　笠　昭　典
仲　　　町 熊　谷　永　次
反　　　町 野　﨑　喜　則
大　　　八 先　﨑　　　進
荒　　　町 杉　田　龍　郎
中　　　通 籠　田　寅　男
平　　　舘 森　田　高　夫
谷　津　作 吉　田　　　隆
小 野 赤 沼 会　田　次　男
菖　蒲　谷 宗　像　　　一
雁　股　田 吉　田　信　夫
皮　籠　石 中　野　博　夫
飯　豊　上 吉　田　　　実
飯　豊　中 長　窪　新一郎
飯　豊　下 宗　像　栄次郎
吉　野　辺 四　家　吉　次
浮　　　金 生天目　孝　敏
小　戸　神 大　方　進　一
小 野 山 神 吉　田　良　一
夏　　　井 会　田　則　夫
南 田 原 井 石　井　典　也
湯　　　沢 長久保　喜　伸
塩 庭 一 区 草　野　榮　雄
塩 庭 二 区 常　恒　　　武
上 羽 出 庭 草　野　良　英
和　名　田 矢　吹　一　郎
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５月26日（月）に献血を実施します
ご協力をお願いします

小
野
町
消
防
団

小
野
町
消
防
団  

  
辞
令
交
付
式

辞
令
交
付
式

　

４
月
６
日
、
多
目
的
研
修
集
会
施

設
に
お
い
て
平
成
20
年
度
小
野
町
消

防
団
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
亀
田

団
長
か
ら
退
団
、
昇
格
、
入
団
の
各

団
員
に
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
入
団
員
は
田
村
消
防

署
小
野
分
署
に
お
い
て
普
通
救
命
講

習
を
受
講
し
、
町
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る
べ
く
真
剣
に
取
り
組
み
、
団

員
と
し
て
の
知
識
と
技
能
の
習
得
に

励
み
ま
し
た
。

　

午
後
４
時
か
ら
定
例
幹
部
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
20
年
度
の
活
動
方
針

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

春の行政相談週間～悩みや苦情は、まず相談！～
　

総
務
省
で
は
、
小
野
町
を
担
当
す
る
行

政
相
談
委
員
と
し
て
、
二
瓶
洋
補
氏（
谷

津
作
字
松
葉
１
番
地
の
２
☎
７
２―

３
２
９
７
）を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱

す
る
も
の
で
、
国
や
特
殊
法
人
等
の
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け

付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機
関
等
と
の

間
に
立
っ
て
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る

も
の
で
す
。　
　
　

　

行
政
相
談
委
員
は
、
い
つ
で
も
自
宅
で

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

５
月
19
日（
月
）か
ら
25
日（
日
）ま
で
の

１
週
間
は
、「
春
の
行
政
相
談
週
間
」で
す
。

　

ま
た
、
行
政
相
談
会
を
次
に
よ
り
開
設

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
会

●
日　

時

　

平
成
20
年
５
月
21
日（
水
）・
30
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所

　

小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

　
（
１
階
・
青
年
婦
人
研
修
室
）

平
成
19
年
度
献
血
目
標
達
成

 

行
政
区
に
記
念
品
贈
呈

　

４
月
11
日
、
行
政
区
長
会
の
席
上
で
、
平
成
19
年

度
献
血
目
標
を
達
成
し
た
行
政
区（
12
行
政
区
）に
、

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

　

目
標
達
成
行
政
区
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

●１号車 受付時間
神崎製作所 10：00～11：15
アルパインマニュファクチャリング 11：45～13：00
東レＡＣＥ 14：00～15：00
こまち荘 15：30～16：30
●２号車 受付時間
日本クリーンシステム 10：00～11：15
アドバネクス 11：45～14：00
東栄化成 15：15～16：30

－ 仲町行政区が「一戸一灯運動特別賞」を受賞！－
　

仲
町
行
政
区
は
、
福
島
県
防
犯

協
会
連
合
会
か
ら「
平
成
19
年
度

一
戸
一
灯
運
動
推
進
モ
デ
ル
町

会
」の
指
定
を
受
け
、
行
政
区
一

致
協
力
し
同
運
動
の
推
進
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
優
秀
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
度
、
福
島
県
防
犯
協
会
連
合

会
長（
福
島
県
知
事
）か
ら「
特
別

賞
」を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

受
賞
の
伝
達
は
、
３
月
27
日
役

場
町
長
室
に
お
い
て
、
渡
邊
小
野

警
察
署
長
同
席
の
も
と
、
町
長
か

ら
熊
谷
仲
町
行
政
区
長
に
賞
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の「
一
戸
一
灯
運
動
」は
、
地

域
社
会
が
連
携
し
、
夜
間
、
自
宅

や
会
社
の
門
灯
・
玄
関
灯
・
防
犯

灯
を
点
灯
さ
せ
、
街
全
体
を
明
る

く
す
る
こ
と
に
よ
り
犯
罪
の
発
生

を
防
ぐ
運
動
で
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

辞
令
交
付
式
の
様
子

二瓶洋補さん

　

横
町
・
仲
町
・
大
八
・
荒
町
・
中
通
・

平
舘
・
菖
蒲
谷
・
飯
豊
上
・
浮
金
・

小
野
山
神
・　

南
田
原
井
・
上
羽
出
庭

目
標
達
成
行
政
区

伝達式の様子
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私
こ
と
、
去
る
３
月
18
日
の
平
成

20
年
小
野
町
議
会
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
ご
同
意
を
い
た
だ
き
、
４
月

１
日
付
け
で
小
野
町
副
町
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

小
野
町
の
進
展
の
た
め
、
誠
心
誠

意
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

簡
単
に
自
己
紹
介
い
た
し
ま
す
と
、

昭
和
38
年
８
月
生
ま
れ
の
44
歳
、
郡

山
市
出
身
で
す
。
昭
和
62
年
に
県
職

員
採
用
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
総
務
部
、

保
健
福
祉
部
、
土
木
部
の
業
務
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
。

　

広
報
広
聴
課
時
代
に
小
野
町
に
は

何
度
か
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
ご
縁
が
あ
り
、

小
野
町
民
と
し
て
皆
様
に
お
世
話
に

な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
柴
山
や
矢
大
臣
山
は
じ
め
、
夏

井
川
等
の
豊
か
な
自
然
の
中
、
歴
史

や
文
化
あ
ふ
れ
る
小
野
町
で
の
暮
ら

し
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
世
の
中
は
今
、
地
方
の
時

代
と
い
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
い

ま
だ
地
方
分
権
改
革
は
未
完
の
ま
ま

で
、
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
い
う
時
こ
そ
、
前
を
向
き
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
小
野
町
独
自
の

取
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、「
未

来
さ
わ
や
か
・
・
・
自
然
と
共
生
す

る
あ
ぶ
く
ま
拠
点
都
市
」を
理
想
に
、

定
住
と
交
流
と
快
適
環
境
の
ま
ち
づ

く
り
を
基
本
目
標
に
、
町
民
総
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
宍

戸
良
三
町
長
の
も
と
、
町
職
員
を
は

じ
め
、
町
の
皆
様
と
一
緒
に
全
力
で

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
若
輩
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。　

　

３
月
26
日
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
田
村（
秋
田

洋
子
会
長
）か
ら
、
自
動
体
外
除
細
動
機（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

２
台
の
寄
贈
が
あ
り
、
小
野
町
教
育
委
員
会
に
お
い

て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
田
村
の
認
証
10
周
年
を
記

念
し
て
の
寄
贈
で
あ
り
、
秋
田
会
長
か
ら
吉
田
教
育

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
浮
金
中
学
校
と
夏
井
第
一
小
学
校
に

配
置
し
、
児
童
生
徒
の
安
全
と
地
域
の
安
心
の
た
め

備
え
ら
れ
ま
す
。

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
田
村
の
皆
様
の
ご
厚
意
に

紙
上
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

国際ソロプチミスト田村から体外除細動機の寄贈

　

農
業
委
員
会
の
委
員
定
数
は
関
係
す
る
法
律
や

町
の
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
町
条

例
の
改
正
等
が
行
わ
れ
、
今
年
７
月
の
新
た
な
任

期
か
ら
定
数
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

  

改
正
後
の
各
選
出
区
分
別
の
委
員
定
数
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

小
野
町
農
業
委
員
会
委
員
の 

 

定
数
が
変
わ
り
ま
し
た

小
野
町
副
町
長

 

伊　

藤　

直　

樹

就
任
あ
い
さ
つ

国際ソロプチミスト田村の皆さん

選出区分別委員定数

選　出　区　分 現　行
改正後

（平成20年７月20日の　
新たな任期から適用）

選挙による委員 16人 ９人

選任による
委　員

農業協同組合、農業共済組合、土地改良区の
それぞれから推薦のあった理事又は組合員 ３人 ３人

町議会から推薦のあった学識経験者 ４人 ２人

計 23人 14人
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よ
り
良
い
教
育
環
境
を
目
指
し
て

『
小
野
中
学
校
整
備
基
本
構
想
』

　

小
野
町
教
育
委
員
会
で
は
、
少
子

社
会
に
よ
り
、
子
ど
も
の
数
が
急
速

に
減
少
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
よ

り
良
い
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め

に
、
幼
児
施
設
、
小
学
校
、
中
学
校

の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
平
成
18
年

８
月
に「
小
野
町
教
育
環
境
整
備
の

基
本
方
針
」を
定
め
ま
し
た
。　

　

こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
小
野

中
学
校
校
舎
の
改
築
を
早
期
に
実
施

し
、
安
全
性
の
確
保
、
施
設
環
境
の

改
善
、
教
育
効
果
の
向
上
を
図
る
た

め
、「
小
野
中
学
校
整
備
基
本
構
想
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
基
本
構
想
に
掲
げ
た
小
野

中
学
校
整
備
に
係
る
概
要
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

施
設
整
備
の
基
本
方
針

①
基
本
的
な
学
力
と
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
教
育
環
境
の
整
備

②
安
全
、
安
心
で
快
適
な
施
設
環
境

の
整
備

③
学
校
給
食
に
よ
る
健
康
的
な
心
と

体
づ
く
り
の
推
進

④
地
域
と
の
調
和
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
と
し
て
の
施
設
整
備

計
画
概
要

●
校　

舎

学
級
数　
　

12
学
級

　
　
　
　
　
（
30
人
程
度
学
級
）

　
　
　
　
　

特
別
支
援
学
級
２
学
級

延
床
面
積　

約
５
，８
０
０
㎡

建
築
面
積　

約
２
，０
０
０
㎡

構　
　

造　

木
造
又
は
混
構
造

　
　
　
　
　
（
木
造
及
び
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
）

階　
　

数　

２
階
又
は
３
階

●
屋
内
運
動
場（
体
育
館
）

体
育
館
・
柔
剣
道
場
を
複
合
化
し
、

一
体
的
に
建
設

●
建
設
予
定
地

現
在
の
小
野
中
学
校
敷
地

（
一
部
隣
接
地
を
取
得
し
、
学
校
敷

地（
建
物
敷
地
）を
拡
張
す
る
予
定
）

●
事
業
計
画
予
定
年
度

基
本
設
計
・
実
施
設
計

　
　

平
成
20
年
度
〜
21
年
度

校
舎
棟
建
設

　
　

平
成
21
年
度
〜
23
年
度

屋
内
運
動
場
建
設

　
　

平
成
23
年
度

周
辺
整
備

　
　

平
成
24
年
度

　

教
育
環
境
整
備
に
関
す
る
ご
意
見

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課　

施
設
整
備
室

　

☎
７
２
ー
６
７
８
０

●
廃
油
を
捨
て
る
と
川
な
ど
が
汚
れ

ま
す
。

●
廃
油
を
ご
み
と
し
て
捨
て
な
け
れ

ば
、
焼
却
場
の
炉
が
長
持
ち
し
ま

す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
廃
油
は
車
の
燃

料
に
も
な
り
ま
す
。

　

夏
井
川
の
健
全
で
豊
か
な
水
環
境

を
持
続
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
流

域
の
自
治
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
が
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
た

結
果
、
良
好
な
環
境
を
維
持
し
て
お

り
ま
す
。
一
方
で
は
河
川
へ
廃
家
電

製
品
、
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
の
不
法
投
棄

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
夏
井
川
流
域
の

一
員
と
し
て
、
夏
井
川
の
環
境
維
持

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

特
に
、
家
庭
で
使
用
済
み
の
天
ぷ

ら
油（
廃
食
油
）な
ど
を
台
所
か
ら
排

水
溝
に
流
し
た
り
、
土
中
に
埋
め
た

り
な
ど
の
行
為
は
絶
対
に
行
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
廃
食
油

１
８
０
Ｃ
Ｃ（
牛
乳
瓶
１
本
分
に
相

当
）を
浄
化
す
る
に
は
浴
槽
３
０
０

杯
分（
約
60
ト
ン
）の
水
が
必
要
で
あ

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

廃
食
油
な
ど
の
処
理
は
、
一
般
的

に
は
可
燃
ご
み
と
し
て
処
分
し
ま
す

が
、
最
近
は
町
内
に
お
い
て
も
、
バ

イ
オ
燃
料
と
し
て
取
り
扱
う
企
業
が

出
て
き
ま
し
た
。

　

夏
井
川
は
流
域
住
民
の
財
産
で
す
。

川
の
豊
か
さ
、
美
し
さ
を
住
民
が
一

体
と
な
っ
て
守
っ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　

３
月
に
実
施
し
た
上
水
道
水
の
水

質
検
査（
水
道
法
20
条
水
質
検
査
）結

果
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
域
整
備
課　

管
理
水
道
担
当

　

☎
７
２
ー
６
９
３
６

建設予定地となる現在の小野中学校校舎

夏井川に飛来する白鳥

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/ml以下 0 CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/l以下 6.8 mg/l
有機物（TOC） 5mg/l以下 0.4 mg/l
pH値 5.8～8.6 7.1
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <1 度
濁度 2度以下 <0.1 度

上
水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

上
水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

廃油をリサイクル 廃油をリサイクル 
 しましょう しましょう
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補正予算及び収入支出の状況
第１表

一　　般　　会　　計
（歳入） （単位：千円）

区　　　分 ９月末予算額 補正予算額
（３月まで） 累計 ３月末現在

収 入 済 額 収入率（％）

1 町 税 1,003,108 24,633 1,027,741 1,013,550 98.6 
2 地 方 譲 与 税 94,000 0 94,000 96,100 102.2 
3 利 子 割 交 付 金 2,000 1,500 3,500 3,848 109.9 
4 配 当 割 交 付 金 2,000 0 2,000 2,916 145.8 
5 株式等譲渡所得割交付金 1,700 0 1,700 1,340 78.8 
6 地 方 消 費 税 交 付 金 115,000 △ 1,200 113,800 112,341 98.7 
7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 1 1,551 1,552 2,519 162.3 
8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 34,000 0 34,000 32,585 95.8 
9 地 方 特 例 交 付 金 6,235 0 6,235 6,234 100.0 
10 地 方 交 付 税 1,678,887 174,862 1,853,749 1,853,749 100.0 
11 交通安全対策特別交付金 1,800 0 1,800 1,758 97.7 
12 分 担 金 及 び 負 担 金 37,013 1,377 38,390 38,288 99.7 
13 使 用 料 及 び 手 数 料 73,109 △ 690 72,419 72,357 99.9 
14 国 庫 支 出 金 178,322 68,676 246,998 214,026 86.7 
15 県 支 出 金 148,830 62,888 211,718 121,102 57.2 
16 財 産 収 入 57,740 2,988 60,728 63,376 104.4 
17 寄 付 金 2 219 221 220 99.5 
18 繰 入 金 118,036 0 118,036 105,591 89.5 
19 繰 越 金 128,651 0 128,651 128,651 100.0 
20 諸 収 入 20,943 7,409 28,352 21,590 76.1 
21 町 債 242,938 32,800 275,738 0 0.0 

歳　入　合　計 3,944,315 377,013 4,321,328 3,892,141 90.1 

（歳出） （単位：千円）

区　　　分 ９月末予算額 補正予算額
（３月まで） 累計 ３月末現在

支 出 済 額 支出率（％）

1 議 会 費 89,102 △ 1,349 87,753 86,587 98.7 
2 総 務 費 489,106 11,372 500,478 455,459 91.0 
3 民 生 費 870,872 29,355 900,227 554,010 61.5 
4 衛 生 費 498,062 77,456 575,518 570,917 99.2 
5 労 働 費 719 0 719 563 78.3 
6 農 林 水 産 業 費 135,531 △ 15,204 120,327 114,810 95.4 
7 商 工 費 45,218 323 45,541 45,255 99.4 
8 土 木 費 227,555 △ 3,320 224,235 157,626 70.3 
9 消 防 費 245,575 △ 4,959 240,616 239,631 99.6 
10 教 育 費 426,435 △ 2,412 424,023 407,195 96.0 
11 災 害 復 旧 費 95,413 148,216 243,629 143,516 58.9 
12 公 債 費 672,977 3,228 676,205 675,586 99.9 
13 諸 支 出 金 107,847 121,281 229,128 0 0.0 
14 予 備 費 39,903 13,026 52,929 0 0.0 

歳　出　合　計 3,944,315 377,013 4,321,328 3,451,155 79.9 

平成19年度下半期財政公表



7　広報　おのまち

●
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
並
び
に
小
野
町
財
政
状
況
の
作
成

及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
19
年
度
下
半

期
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
上
半
期
の
補
正
予
算
と
収
入
及
び
支
出
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
広
報「
お
の
ま
ち
」11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
10
月

１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
下
半
期
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

下
半
期
に
お
け
る
各
会
計
の
補
正
予
算
及
び
収
入
・
支
出
の
状
況
は
、
第
１

表
・
第
２
表
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
は
、
当
初
37
億
７
，３
０
０
万
円
で
編
成
し
、
そ
の
後
の

補
正
で
９
月
末
で
は
39
億
４
，４
３
１
万
５
，０
０
０
円
と
な
り
、
そ
の
後
の
補

正
を
経
て
最
終
予
算
は
43
億
２
，１
３
２
万
８
，０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
半
期
に
お
け
る
一
般
会
計
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
第
３
表（
次
ペ
ー

ジ
）の
と
お
り
で
す
。

第２表

特別会計・企業会計
（歳入） （単位：千円）

会　計　名 ９月末予算額 補正予算額
（３月まで） 累計 ３月末現在

収 入 済 額 収入率（％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,303,459 94,280 1,397,739 1,176,541 84.3 
老 人 保 健 特 別 会 計 1,292,860 △ 28,121 1,264,739 1,082,073 83.5 
介 護 保 険 特 別 会 計 789,206 38,409 827,615 658,302 79.5 
介護保険サービス事業特別会計 1,981 △ 339 1,642 1,537 93.6 
文化・体育振興基金特別会計 3,711 479 4,190 4,294 102.5 
水道事業会計（収益的収入） 162,640 △ 5,488 157,152 157,217 100.0 
水道事業会計（資本的収入） 3,241 34,300 37,541 37,761 100.6 

（歳出） （単位：千円）

会　計　名 ９月末予算額 補正予算額
（３月まで） 累計 ３月末現在

支 出 済 額 支出率（％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,303,459 94,280 1,397,739 1,297,527 93.0
老 人 保 健 特 別 会 計 1,292,860 △ 28,121 1,264,739 1,168,223 90.1
介 護 保 険 特 別 会 計 789,206 38,409 827,615 747,857 90.4
介護保険サービス事業特別会計 1,981 △ 339 1,642 474 28.9
文化・体育振興基金特別会計 3,711 479 4,190 3,624 86.5
水道事業会計（収益的支出） 154,727 27,385 182,112 172,831 94.9
水道事業会計（資本的支出） 61,118 33,651 94,769 94,766 100.0

（国民健康保険特別会計）

ア　出資による権利 （単位：千円）

福島県国民健康保険
団体連合会出資金 3,577 

イ　基金 （単位：千円）

国民健康保険給付費
支払準備基金 220,737

高額医療費貸付基金　　 3,000 

（介護保険特別会計）

イ　基金 （単位：千円）

介護給付費準備基金 0 

（文化・体育振興基金特別会計） （単位：千円）

文化体育振興基金 105,166 

夏井千本桜
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●町民負担の状況
　町民福祉の向上を図り、住みよい生活環境をつくるため、
町が行っている各種行政施策に係る経費の財源は、町民の
皆さんに直接・間接的に負担していただいています。
　このうち、直接負担していただいている町税は、最も重
要な収入財源で、平成19年度末の予算額は、10億2,774万
1,000円となりました。これを町民一人あたりの負担額に
換算すると、８万4,979円になります。（第１図参照）

第３表

下半期補正予算（歳出）の主な内容
（単位：千円）

事　業　内　容 補　正　額
鶴 庭 工 業 用 地 復 旧 工 事 費 1,000 
生 活 路 線 バ ス 運 行 補 助 金 1,292 
法 人 税 等 過 年 度 還 付 金 1,100 
自 立 支 援 医 療 給 付 費 4,403 
介 護 保 険 特 別 会 計 繰 出 金 4,588 
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 繰 出 金 3,336 
後期高齢者医療事業電算委託料 2,048 
乳 幼 児 医 療 費 1,500 
公立小野町地方綜合病院分担金 89,540 
合併処理浄化槽設置整備事業補助金 1,998 
道 路 除 雪 業 務 委 託 料 1,000 
公 共 土 木 災 害 復 旧 工 事 費 92,877 
農 業 施 設 災 害 復 旧 工 事 費 51,021 
林 業 施 設 災 害 復 旧 工 事 費 2,852 
起 債 繰 上 償 還 元 金 5,728 
財 政 調 整 基 金 積 立 金 66,281 
減 債 基 金 積 立 金 30,000
公共施設等建設準備基金積立金 25,000

（一般会計で1,000千円以上の増額補正を行った主なもの）

第１図　町民一人当たりの町税負担額の推移

＊平成15～18年度は決算額
を基に算出し、平成19年
度は３月補正後の最終予
算額を基に算出した。

ヘルスアップ教室

台風９号の影響による災害
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●
財
産
の
状
況

　

町
は
、
行
政
執
行
の
た
め
に
必
要
な
土
地
・
建
物
・
物
品
・
債
券
な
ど
の
財

産
を
所
有
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
取
得
・
管
理
及
び
処
分
に
つ
い
て
は
、
条
例

や
規
則
に
基
づ
き
適
切
な
執
行
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
下
半
期
の
財
産
の
状
況
は
第
４
表
の
と
お
り
で
す
。

第４表　財産の３月末日現在の状況
（１）財産　（一般会計）
（ア）土地及び建物 （単位：㎡）

区　　　分 土　　地
建　　物

木　造 非木造 計
（ 行 政 財 産 ）
本 庁 舎 4,308 1,773 377 2,150 
警 察（ 消 防 ）施 設 3,530 　
行政機関その他の施設 　
学 校 135,292 264 26,183 26,447 
公 営 住 宅 19,358 5,732 12,104 17,836 
公 園 156,442 　
そ の 他 の 公 共 施 設 74,002 7,700 9,318 17,018 
小 　 　 　 　 　 計 392,932 15,469 47,982 63,451 
（ 普 通 財 産 ）
そ の 他 の 施 設 6,733 1,926 353 2,279 
宅 地 26,923 　

畑 1,036 　
山 林 2,670,463 　
原 野 2,290 　
雑 種 地 167,810 　
小　　　　　計 2,875,255 1,926 353 2,279 
合　　　　　計 3,268,187 17,395 48,335 65,730 

（イ）有価証券 （単位：千円）

株　　　　券 5,700 

（ウ）出資による権利 （単位：千円）

福島県土地改良事業団連合会土地改良基金 1,700 

福島県信用保証協会出捐金 3,095 

福島県農業信用基金協会出資金 800 

福島県私学振興基金協会出資金 180 

福島県中小企業福祉事業団出資金 100 

福島県林業協会出資金 33 
（社）福島県畜産振興協会出資金
（肉用子牛価格安定事業） 100 

（財）福島県総合社会福祉基金協会出資金 1,658 

郡山地方土地開発公社出資金 400 

(財）福島県都市公園・緑化協会出資金 64 

（社）福島県予防接種事業振興基金出資金 74 

（財）福島県青少年会館基本財産出捐金 25 
（社）福島県畜産振興協会出資金
（肉豚価格補償事業） 100 

小野町上水道事業出資金 330,587 

（社）福島県国土調査測量協会出資金 100 

（財）ふるさと情報センター出資金 500 

（社）福島県林業公社出資金 100 

ふくしま中央森林組合出資金 3,000 

（財）福島県きのこ振興センター出捐金 600 

（財）福島県下水道公社出捐金 40 

（財）郡山コンベンションビューロー出捐金 200 

（エ）基金 （単位：千円）

財政調整基金 666,395 

無担保無保証人融資基金 1,000 

商工振興資金保証貸付基金 6,000 

小規模企業振興基金 10,000 

畜産特別導入事業基金 2,666 

優良基礎乳用雌牛導入事業基金 4,832 

水道事業資金貸付基金 750 

公共施設等建設準備基金 951,583 

減債基金 156,557 

西牧門文庫基金 4,500 

優良基礎肉用雌牛導入事業基金 4,448 

地域福祉基金 195,500 

ふるさと水と土保全基金 5,000 
小野町一般廃棄物最終処分場公害防止
及び損害賠償等基金 380,000 

土地開発基金 25,118 

町債及び一時借入金の状況
（１）町債 （単位：千円）

19年度増減見込額 19年度末現在高
（見込額）起債見込額 償還見込額

275,738 559,422 4,860,722 

（２）一時借入金の現在高 （単位：千円）
３月末日現在高

0
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東堂山遊歩道を修繕東堂山遊歩道を修繕

　

４
月
27
日
、
第
21
回
桜
ま
つ
り
な

が
し
踊
り
が
小
野
町
多
目
的
研
修
集

会
施
設
・
小
野
町
ふ
る
さ
と
文
化
の

館
の
間
に
あ
る
大
倉
川
を
中
心
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
従
来
中
心
街

を
練
り
歩
い
て
い
た
も
の
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
桜
ま
つ
り
な
が
し

踊
り
の
開
催
を
通
じ
、
町
づ
く
り
運

動
を
一
層
盛
り
上
げ
、
町
民
ぐ
る
み

の
運
動
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
展
開

し
た
も
の
で
、
実
行
委
員
会（
近
野

喜
子
会
長
）を
中
心
に
、
小
野
町
・

小
野
町
教
育
委
員
会
・
小
野
町
観
光

協
会
・
小
野
町
商
工
会
が
後
援
と
な

り
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

桜
の
花
が
満
開
の
中
、
地
元
民
謡

「
東
堂
山
節
」及
び「
小
町
温
泉
小
唄
」

に
の
せ
て
踊
り
な
が
し
た
ほ
か
、「
よ

さ
こ
い
」や
、
お
の
ま
ち
夢
企
画
で

設
立
さ
れ
た
和
太
鼓
愛
好
会
の
発
表

も
行
わ
れ
、
新
た
な
春
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

桜
ま
つ
り
な
が
し
踊
り
開
催

桜
ま
つ
り
な
が
し
踊
り
開
催
!!!!

　

昨
年
７
月
、
台
風
５
号
の
影
響
に

よ
り
崩
落
し
、
通
行
不
能
に
な
っ
て

い
た
東
堂
山
遊
歩
道
に
つ
い
て
、
４

月
16
日
、
東
堂
山
関
係
者
、
小
野
町

観
光
協
会
関
係
者
が
中
心
と
な
り
修

繕
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
周
囲
に
崩
落
の
危
険
性

が
な
い
か
を
確
認
し
、
作
業
に
取
り

か
か
り
、
落
石
を
利
用
し
な
が
ら
階

段
を
整
備
し
、
通
行
が
で
き
る
状
態

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

遊歩道完成しました 遊歩道修繕作業中

ながし踊り

和太鼓 よさこい

小野町ふるさとカルタ

小野町ふるさとカルタ　絶賛発売中！
　小野町の観光・歴史・文化・方言・伝統など、様々な内容が盛り
込まれた 「小野町ふるさとカルタ」絶賛発売中です。（定価 1,000円）  

 《販売場所》 
　　　小野町役場（企画商工課）  公民館  ふるさと文化の館 
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キャラバンカーの絵本を楽しむ子ども達キャラバンカーの絵本を楽しむ子ども達楽しいお話に興味津々！楽しいお話に興味津々！

このお話おもしろいね！このお話おもしろいね！

おはなしキャラバン隊がやってきた
　

４
月
21
日
、
楽
し
い「
お
は

な
し
」を
た
く
さ
ん
の
せ
て
、

「
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」が
夏

井
お
お
す
ぎ
保
育
園
に
や
っ
て

来
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
到
着
す

る
と
、
何
が
始
ま
る
の
か
と
興

味
津
々
で
、
準
備
が
終
わ
る
の

を
待
ち
き
れ
な
い
様
子
の
子
ど

も
た
ち
。
お
話
や
紙
芝
居
が
始

ま
る
と
、
ど
の
子
も
真
剣
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
と

違
う
環
境
の
中
で
楽
し
そ
う
に

お
話
を
聞
い
て
い
る
顔
は
、
皆

キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

お
は
な
し
会
の
後
は
キ
ャ
ラ

バ
ン
カ
ー
の
見
学
も
し
、「
す

ご
い
」「
か
っ
こ
い
い
」と
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
の
中
に
は
、
絵
本
が

ぎ
っ
し
り
積
み
込
ん
で
あ
り
、

好
き
な
絵
本
を
取
り
出
し
て
は

読
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
友
だ
ち

と
一
緒
に
見
た
り
し
て
絵
本
の

楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

あ
そ
び
の
広
場
の
子
ど
も
た

ち
も
一
緒
に
参
加
し
、
た
く
さ

ん
の
絵
本
と
触
れ
合
う
機
会
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
て

く
れ
た「
お
は
な
し
隊
」。
こ
れ

か
ら
も
絵
本
や
お
話
を
通
し
て
、

子
ど
も
達
が
心
豊
か
に
成
長
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

ラ
ン
ド
セ
ル 

い
っ
ぱ
い
に　

 
希
望
を
つ
め
て

　

４
月
７
日
、
町
内
の
小
中
学
校
で

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

た
一
年
生
は
、
少
し
緊
張
気
味
に
式

に
臨
み
ま
し
た
。

　

町
内
の
各
小
学
校
へ
97
名
、
各
中

学
校
へ
１
２
８
名
が
入
学
し
、
新
た

な
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。初

め
て
の
集
団
生
活　　
　
　
　
　

 

　

町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
児
童
園
に
は
、
新
入
児
96
名
・
継
続
児
１
３
８

名
が
入
園
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
集
団
生
活
の
始
ま
り
に
、
新
入
児
は
ち
ょ
っ
と
戸
惑
っ
て
い
る
様

子
で
し
た
。

　

継
続
児
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
大
き
く
な
っ
た
気
分
で
、
小
さ
い
友
だ
ち
の
世
話
を

し
よ
う
と
す
る
微
笑
ま
し
い
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

小野新町小学校入学式の様子飯豊ひまわり保育園５歳児

飯豊ひまわり保育園３歳児・４歳児

楽しいお話に興味津々！

このお話おもしろいね！

キャラバンカーの絵本を楽しむ子ども達
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《
７
月
17
日
か
ら
８
日
間
実
施
》

　
　
　

医
療
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
今
年
か
ら
健
診
の
受
け
方
が

　
　
　

変
わ
り
ま
す
。

●
基
本
健
康
診
査
は
…

　

昨
年
ま
で
生
活
習
慣
病
予
防
を
目

的
に
実
施
し
た
基
本
健
康
診
査
は
、

「
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
被
保
険
者

に
行
う
特
定
健
康
診
査
」と「
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
の
健
診
」に
な
り
、

住
民
総
合
健
診
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

健
診
の
自
己
負
担
額
は
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
、
一
人
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
心
電
図
検
査
や
眼
底
検
査

等
の
詳
細
な
検
査
に
つ
い
て
は
、
一

人
一
人
の
病
歴
や
医
師
の
判
断
に
よ

り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
保
以
外
の
方
は
、
各
保

険
者
が
実
施
し
ま
す
の
で
保
険
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
が
ん
検
診
は
…

　

各
種
が
ん
検
診
は
、
保
険
に
か
か

わ
ら
ず
今
ま
で
ど
お
り
住
民
総
合
健

診
会
場
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

職
場
の
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

る
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
胃
が
ん
検
診
は
昨
年
ま
で

30
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
し
た
が
、

30
歳
代
に
胃
が
ん
発
見
率
が
低
く
、

検
査
の
放
射
線
被
爆
の
危
険
性
を
考

慮
し
対
象
年
齢
は
40
歳
か
ら
と
な
り

ま
し
た
。

●
30
歳
代
の
血
液
検
査
は
…

　

30
歳
代
の
方
に
、
早
期
の
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
行
っ
て
い
ま
し
た

血
液
検
査
は
、
30
歳
と
35
歳
の
節
目

に
実
施
し
ま
す
。

●
65
歳
以
上
の
方
に
生
活
機
能
評
価

　
（
介
護
予
防
健
診
）

　

介
護
保
険
制
度
に
よ
り
、
心
身
の

機
能
の
衰
え
を
検
査
す
る
の
が
生
活

機
能
評
価
で
す
。
医
療
保
険
の
種
類

に
関
係
な
く
、
住
民
健
診
で
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
健
診
年
齢
の
考
え
方

　

健
診
年
齢
は
、
平
成
21
年
３
月
31

日
時
点
で
算
出
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
年
齢
は
誕
生
日
で
行

い
ま
す
。

　

通
知
方
法
な
ど
詳
細
は
６
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２―

６
９
３
４

住民総合健診が変わります！狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

 

飼
い
犬
の
異
動
届
も
忘
れ
ず
に
！

国
民
年
金
コ

－

ナ

－
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狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

  
飼
い
犬
の
異
動
届
も
忘
れ
ず
に
！

飼
い
犬
の
異
動
届
も
忘
れ
ず
に
！

　

町
で
は
、
５
月
16
日
か
ら
18
日
ま

で
の
３
日
間
、
町
内
各
所
で
生
後
91

日
以
上
の
犬
を
対
象
に
狂
犬
病
の
集

合
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
予
防
注
射
と
合
わ
せ
て
未

登
録
犬
の
登
録
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
登
録
と
予
防
注
射

を
済
ま
せ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
時

　

５
月
16
日（
金
）〜
18
日（
日
）

●
場
所

　

町
内
各
所（
回
覧
チ
ラ
シ
・
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

●
料
金（
一
頭
に
つ
き
）

　
　

予
防
注
射　

３
，１
０
０
円

　
　

登
録
料　
　

３
，０
０
０
円

　

日
本
で
は
過
去
数
十
年
間
、
狂
犬

病
が
確
認
さ
れ
た
事
例
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
海
外
で
は
い
ま
だ
に
多
く
の

国
で
確
認
さ
れ
、
命
を
落
と
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
は
、
海
外
へ
行
き
来
す
る
人

と
動
物
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、

狂
犬
病
が
侵
入
す
る
可
能
性
も
十
分

に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
海
外
で
感
染
し
死
亡
す

る
な
ど
、
人
間
が
狂
犬
病
に
感
染
し

た
犬
に
噛
ま
れ
る
と
、
２
か
月
か
ら

１
年
潜
伏
期
間
を
経
て
発
症
し
、
５

日
か
ら
２
週
間
ほ
ど
で
死
亡
し
ま
す
。

　

狂
犬
病
は
潜
伏
期
間
中
で
あ
れ
ば

治
療
で
き
ま
す
が
、
発
症
後
の
治
療

方
法
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
大
変
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

飼
い
主
へ
の
通
知
は
、
畜
犬
台
帳

に
基
づ
き
発
送
し
て
い
ま
す
。
飼
い

犬
が
死
亡
・
譲
っ
た
り
・
転
居
し
た
場

合
、
忘
れ
ず
町
民
生
活
課（
環
境
安

全
担
当
）ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ね
こ
は
、
事
故
防
止
等
の
た
め
に

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
名

札
等
を
つ
け
て
飼
い
主
が
分
か
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

犬
や
ね
こ
も
家
族
の
一
員
で
す
。

最
後
ま
で
愛
情
を
持
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
課　

環
境
安
全
担
当

　

☎
７
２―

６
９
３
３

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
す
べ
て
が
加
入
す
る（
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
除
く
）制
度
で
す
。

　

届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
左
の
表
に
記
載
し
て
あ
る

よ
う
な
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で

す
。
忘
れ
ず
に
届
出
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

届
出
が
必
要
に
な
っ
た
方
は
、

必
要
な
書
類
を
あ
ら
か
じ
め
市
区

町
村
や
勤
務
先
な
ど
で
確
認
の
う

え
、
14
日
以
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４

－

９
３
２

－

３
４
８
０

　

町
民
生
活
課　

町
民
生
活
担
当

　

☎
７
２

－

６
９
３
３

ね
こ
の「
屋
内
飼
い
」を

 

す
す
め
て
い
ま
す

狂
犬
病
に
つ
い
て

飼
い
犬
の
異
動
届
も
忘
れ
ず
に

国国
民民
年年
金金
ココ

－－

ナナ

－－

〜
こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
を
〜

狂犬病予防注射日程表

５月16日（金） 小野赤沼、菖蒲谷、雁股田、塩庭一区、上羽出庭、和名田、塩庭二区、
夏井、湯沢、南田原井

５月17日（土） 飯豊上、浮金、吉野辺、飯豊中、飯豊下、小戸神、小野山神、皮籠石

５月18日（日） 谷津作、中通、荒町、反町、役場

国民年金加入者の方
こんなとき 届出先 必要なもの

20歳になったとき（※厚生年金・共済
組合の加入者と被扶養配偶者は除く） 市区町村 印かん

厚生年金・共済組合に加入したとき 勤務先 本人・配偶者の年金手帳、印かん

厚生年金・共済組合の加入をやめたとき 市区町村 本人・配偶者の年金手帳、退職
年月日が分かる書類、印かん

配偶者（第２号被保険者）に扶養されなくなったと
き（※離別や死別をしたときや収入が増えたとき） 市区町村 年金手帳、扶養からはずれた

年月日が分かる書類、印かん
住所、氏名が
変わったとき

第１号被保険者 市区町村 年金手帳、印かん
第２号、第３号被保険者 勤務先 勤務先にお問い合わせください

年金手帳がなくなってしまったとき
市区町村
勤務先

社会保険事務所

基礎年金番号が分かる書類、
身分証明書（※本人以外の
方が届ける場合は委任状）

年金を受けている方

こんなとき 提出書類
誕生月がきたとき 年金受給権者現況届　※
氏名を変えたとき 年金受給権者氏名変更届
住所を変えたとき 年金受給権者住所変更届
年金の受け取り先を変えるとき 年金受給権者支払機関変更届
年金を受けている人が亡くなったとき 年金受給権者死亡届
年金証書をなくしたとき 年金証書再交付申請書
※所得状況の確認が必要な障害基礎年金を受給されている方など一部の方のみ、
提出が必要となります。その他の年金受給者については原則提出不要となります。
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❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖

　布絵本をご存じでしょうか？布絵本は視覚障がいをお持ちの方のために作られ始めた本ですが、現
在は乳幼児期の子どもの言語取得や障がい児教育の現場などその活用の場面は広がっています。
　今回、布絵本の第一人者である東京布の絵本連絡会代表、すずらん文庫主宰
である渡辺順子氏と福島県立図書館、福島市立図書館、さらに練馬区立光が丘
図書館のご協力で布絵本を展示し皆さんにご覧いただく機会ができました。実
際に布絵本を手にとってご覧いただけるまたとない機会です。ご家族おそろい
でご覧ください。
　また同展開催期間中の６月14日（土）には『手作り布おもちゃ講座』を開催い
たしますのでぜひご参加ください。詳しくはお問い合わせください。

○図書館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◇おすすめの１冊 

　５月16日は『旅の日』です。新緑の気持ちよい季節。
ちょっと足を伸ばしてお出かけしてみませんか？ 

●まずは宿
 
　『名作を生んだ宿』
  サライ編集部／編　小学館／刊

　多くの作家がそれぞれ「お気に入りの宿」で名作を執筆
してることは有名です。吉川英治や夏目漱石、井上靖、
林芙美子などそうそうたる作家が名作を生み出した「宿」
が紹介されています。

●週末は… 

　『仕事が忙しいあなたのための 週末海外！』
  吉田友和／著　情報センター出版局／刊
 
　海外旅行に出かけるということはなかなかに思い切り
のいることです。けれど、この本の著者はそうではない
ようで「週末にちょこっと海外旅行」を楽しんでいます。
そのノウハウを紹介した本です。 

●まだ見ぬ絶景 

　『日本全国絶景列車の旅』
 櫻井寛／写真・文　世界文化社／刊

　日本各地には「絶景」と呼ばれる所がたくさんあります。
本書は「列車の旅」ということで、JR各線ごとの絶景を紹
介しています。県内では磐越西線、只見線、会津鉄道な
どが紹介されています。また、それぞれの絶景とともに
駅弁も紹介されていますので、旅の雰囲気満点の１冊です。 

○美術館 ――――――――――――――――――――――――――――――

『布の絵本とバリアフリー展』　６月７日（土）～22日（日）

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　☎７２－２１２０

◇新着本

大人向け
書　　名 著者名 出版社

偽装国家Ⅱ 勝谷誠彦 扶桑社

本は10冊同時に読め！ 成毛　眞 三笠書房

哲学の歴史　第10巻 中央公論新社

戦国の城 小和田哲男 学習研究社

「カプセル家族」の危機 尾木直樹 学習研究社

子ども向け
書　　名 著者名 出版社

真珠のドレスと
ちいさなココ

ドルフ・フェ
ルルーン 主婦の友社

やかまし村の子どもたち アストリッド・
リンドグレーン 岩波書店

とき 谷川俊太郎 福音館書店

川かますの夏 ユッタ・リヒ
ター 主婦の友社

みどりいろの童話集 アンドルー・
ラング 東京創元社

かわいい布ねずみを作りませんか？
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本
年
度
も
左
表
の
よ
う
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
大
会
・
教
室
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
と
ふ
れ
あ
い
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
な
が
ら
、
心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
町
民
体
育
館
で
は
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
等
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
具
を
無
料
で
貸

し
出
し
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
体
育
施
設
は
多
く
の
方
が
利
用
し
ま
す
。
利
用
す
る
方
が
気
持
ち
よ

く
使
え
る
よ
う
に
、
利
用
し
た
各
施
設
の
整
理
整
頓
を
し
ま
し
ょ
う
。

Ｂ＆Ｇ海洋センタープールオープン
　

６
月
１
日（
日
）午
後
１
時
よ
り
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

泳
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
で
健
康
管

理
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
持
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
付
添
い
者
の
利
用
料
金
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

●
利
用
時
間

　

◇
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

　

◇
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　

◇
午
後
５
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で

　

毎
週
月
曜
日
は
定
休
日
で
す
。

　
（
月
曜
が
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日
に
な
り
ま
す
。）

　

小
・
中
・
高
校
生
が
午
後
５
時
以
降
利
用
す
る
場
合
は
、
成

人
の
方
の
付
添
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
利
用
料
金

　

◇
幼　
　
　

児　

５
０
円

　

◇
小
・
中
学
生　

１
０
０
円

　

◇
高
校
・
一
般　

２
０
０
円

　
（
町
外
の
方
は
50
％
増
の
利
用
料
金
に
な
り
ま
す
。）

　

ま
た
、
11
枚
１
組
の
回
数
券
も
あ
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
社
会
体
育
事
業
に
つ
い
て

平成20年度　社会体育事業のご案内
予　定　期　日 事　　業　　等

６

１日（日） 海洋センタープールオープン

１日（日）
（雨天時８日）

第37回行政区対抗ソフトボール・
家庭バレーボール大会

６月～９月 町民アクアスクール（水中ウオーキン
グ・競泳）

６月～９月 海洋クラブ　活動

７

14日（月）～18日（金）少年水泳教室

24日（木） 小学生水泳大会

27日（日） Ｂ＆Ｇ福島県大会（石川町）

８

４日（月）～８日（金）親子水泳教室　

23日（土） スポーツ少年団交流事業（水中運動会）

24日（日） 屋内施設無料開放日（県民の日）

９
６日（土）
（雨天時７日） 第15回B＆G杯町民グラウンドゴルフ大会

30日（火） 海洋センタープールクローズ

10 12日（日） 町民大運動会（雨天時　町民体育館）

11 16日（日） 第20回ふくしま駅伝大会

12 14日（日） 第25回町長杯武道（柔道・剣道）大会

２
１日（日） 町民ふれあいスキー・スノーボード教室

15日（日） 第23回B＆G杯ビーチバレーボール
行政区親善交歓会

３ ６日（金） 第23回Ｂ＆Ｇ杯室内ゲートボール大会
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　東京銀座で開催した「ふるさと暮らしセミ
ナー」には、定年前後の年代の方が数多く参
加されました。シリーズ第７回では「定年後
をどう過ごすか」という課題に向き合って、
小野町に移住されたご夫婦をご紹介します。

◆いつ小野町へ移住しましたか？
　平成12年に千葉県から移住しました。

◆なぜ移住しようと思いましたか？
　定年退職の10年ぐらい前から、定年後の生活について考えていました。
定年後に燃え尽き症候群のようになりたくないと思っていました。自分の
生まれが新潟県で、米・水・酒がおいしい所で育ったこともあり、定年後
も核家族の多い都会の団地の中で暮らすより、田舎で暮らしたいと考える
ようになりました。

◆なぜ小野町に決めましたか？
　田舎暮らしに関する雑誌を買って、北海道や新潟、宮崎など日本全国い
ろいろな所を見てまわりました。広くて安い土地があったこと、ＩＣが近
くて便利なこともあり、小野町に決めました。

◆知り合いがいない所で生活するのは不安ではありませんでしたか？
　もともと転勤族だったので、新しい土地で生活することには慣れていま
した。お葬式の手伝いをしたことで、地域の人と分かり合えたと思います。
行政区の役員を務めたことで、さらに地域に受け入れられたと感じています。

◆小野町の魅力は何ですか？
　人が優しいこと、住みやすいこと、景色が良いこと、野菜がおいしいこ
と、星空がきれいなことなど、魅力はたくさんあると思います。県外に住
んでいる子どもたちも新緑の季節や紅葉の季節に遊びに来て、楽しんでい
るようです。
　お忙しい中、インタビューにご協力いただき、ありがとうございました。

　ご自宅のお庭にあるハウスには、おい
しそうな野菜が育っていました。
　県外にお住まいの子どもさんも、ご夫
婦が育てた野菜を楽しみにしているとの
ことです。

　

４
月
半
ば
現
在
、
東
京
の
桜

は
す
で
に
葉
桜
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
夏
井
川
の
千
本
桜

は
ま
だ
大
丈
夫
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

海
軍
記
念
日
に
は
高
柴
山
の

躑
躅
が
花
を
開
く
こ
と
と
思
い

ま
す
。
故
郷
の
山
や
川
、
全
て

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。「
ふ

る
さ
と
小
野
町
会
」の
支
部
懇

親
会
に
出
席
し
、
同
郷
の
み
な

さ
ん
に
会
っ
て
話
を
す
る
度
に

田
舎
の
こ
と
を
思
い
だ
し
て
い

ま
す
。

　

飯
豊
国
民
小
学
校
で
学
ん
だ

み
な
さ
ん
も
今
で
は
じ
い
さ
ん
、

ば
あ
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
い
、

私
も
そ
れ
な
り
の
年
齢
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
昔
は
車
を

と
ば
せ
ば
、
２
時
間
半
程
度
で

行
く
こ
と
が
で
き
た
小
野
町
も

少
し
遠
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

現
在
、
私
は
徳
島
県
の
阿
南
市

か
ら
取
り
寄
せ
た
人
参
の
仕
分

け
を
し
て
、
食
卓
の
た
め
に
備

え
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
し
た
い
事
は
、
つ

ま
り
、
東
京
に
住
ん
で
い
る
人

に
と
っ
て
は
、
生
産
者
の
顔
が

見
え
る
農
産
物
が
良
い
物
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
時
代
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

時
代
に
沿
う
た
め
に
は
、
小

野
町
の
農
産
物
生
産
者
も
販
売

方
法
に
一
考
が
必
要
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
」も
小

野
町
が
元
気
で
な
け
れ
ば
、「
な

つ
か
し
い　

ふ
る
さ
と
」と
い

う
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。「
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
」も
、

も
っ
と
も
っ
と
小
野
町
の
活
性

化
の
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う
、

夫
々
立
場
上
で
の
努
力
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ん
、
頑
張

ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
る
さ
と
と
共
に

 

頑
張
ろ
う

泉　

敏
雄

 

（
吉
野
辺
出
身
・
東
京
支
部
）

移住した皆さんに
　　インタビュー

よう 
 こそ 小野町

小林汪さん、宜子さんご夫婦
（塩庭一区）
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看
護
師（
中
途
採
用
者
）

 

募
集
の
お
知
ら
せ

●
職
種
及
び
募
集
人
員　

看
護
師　

若
干
名

●
採
用
後
の
身
分　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
組
合
職
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
方
公
務
員
）

●
採
用
時
期　

平
成
20
年
６
月
以
降（
随
時
）

●
応
募
資
格　

看
護
師
の
資
格
を
有
し
、
昭
和
48
年
４
月
２
日

　
　
　
　
　
　

以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
　
　
　
　
　

な
お
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
定
め
る
欠
格

　
　
　
　
　
　

条
項
に
該
当
す
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間　

平
成
20
年
５
月
30
日
ま
で

●
応
募
方
法　

募
集
期
間
内
に
、
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

提
出
書
類

　
　
　
　
　
　
　

①
履
歴
書（
顔
写
真
を
添
付
し
た
も
の
）

　
　
　
　
　
　
　

②
看
護
師
免
許
証
の
写
し

　
　
　
　
　
　

提
出
先

　
　
　
　
　
　
　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院　

総
務
課

●
選
考
方
法　

個
別
面
接
及
び
作
文

　
　
　
　
　
　
（
日
程
は
応
募
者
本
人
に
別
途
通
知
し
ま
す
。）

◆
問
い
合
わ
せ

　

公
立
小
野
町
地
方　

　

綜
合
病
院　

総
務
課

　

☎
７
２
ー
３
１
８
１

公立小野町地方綜合病院

小野町のまちづくり計画に参加しませんか？（ボランティア募集）
　町では、今後のまちづくりの基本となる長期計画（以下「振興計画」とします。）の策定準備を進め
ています。
　この振興計画は、10年後の小野町がどのようにあるべきなのかを考え策定するもので、多くの
町民の声を反映し策定していきたいと考えております。
　ついては、この振興計画の策定にご協力いただけるボランティアを募集します。
　みなさんの貴重なご意見をお願いいたします。
応募要項
　町内に居住している方、町づくりに興味のある方、定期的な会議に参加できる方（会議は夜間に開催予定）
　参加者は、応募者の中から選定させていただきます。
応募締切　５月30日まで
お問い合わせ・申込みは　企画商工課　☎７２－６９３９

小
野
町
職
員
採
用
候
補
者

 

試
験
の
お
知
ら
せ

　

平
成
21
年
度
小
野
町
職
員（
大
学
卒
程
度
行
政
・
保
育
士（
幼
稚
園
教
諭
）・

保
健
師
）採
用
候
補
者
試
験
を
左
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
職
種
と
採
用
予
定
人
員

　

行　

政　
　

１
名
程
度　
　
　
　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭　

１
名
程
度

　

保
健
師　
　

１
名
程
度

●
受
験
資
格

　

行　

政

　
　

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

　
　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者（
保

育
士
と
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成
21
年
3
月

ま
で
に
両
方
の
資
格
を
取
得
す
る
見
込
の
あ
る
者
）

　

保
健
師　

　
　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者（
平

成
21
年
４
月（
登
録
済
証
明
書
発
行
時
期
）ま
で
に
取
得
見
込
の
者
）

　

※
な
お
、
い
ず
れ
の
職
種
も
学
歴
を
問
い
ま
せ
ん
。

●
試
験
の
方
法
、
期
日
及
び
場
所

　

第
一
次
試
験　

　
　

筆
記
試
験（
教
養
及
び
行
政
ま
た
は
資
格
に
関
す
る
専
門
知
識
を
問
う
も
の
）

　
　

平
成
20
年
７
月
20
日（
日
）　

福
島
県
自
治
会
館（
福
島
市
中
町
８
番
２
号
）

　

第
二
次
試
験　

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
こ
ろ
実
施
予
定

●
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
小
野
町
役
場
で
交
付
す
る
ほ
か
、
小
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

郵
送
で
の
請
求
の
場
合
は
80
円
切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
等

　

平
成
20
年
５
月
22
日（
木
）か
ら
６
月
20
日（
金
）ま
で
。

　

郵
送
に
よ
る
申
込
書
提
出
は
、６
月
18
日（
水
）ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
が
有
効
。

●
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
７
２―

２
１
１
１

　

小
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.tow

n.ono.fukushim
a.jp
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●作　品
　①四つ切りプリント（ワイド可）またはＡ４プリント
　②白黒・カラー・デジタル可。合成写真、組写真、著しく画像加工した作品は不可。
●応募資格　特に問いません。
●応募規程
　①未発表のもので、本人が田村市、三春町、小野町で撮影したものに限ります。
　②１人何点でも応募可能。ただし、１人１賞です。
　③入賞作品の版権は主催者に帰属します。
　④応募作品は返却しません。
　⑤入賞作品は原版または画像ファイルを提出していただきます。
　⑥応募作品に対する被写体中の権利保有者からの苦情等の責任は応募者に属するものとします。
●応募方法
　作品の裏面に次の必要事項を記入のうえ、送付ください。
　必要事項：画題（ふりがな）、氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号、Ｅメールアドレス、撮影場所、
　　　　　　撮影年月日
●応募締切　平成20年６月20日（金）当日消印有効。
●各　賞
　最優秀賞　１点（賞金５万円とナタネ油２本）
　優 秀 賞　２点（賞金２万円とナタネ油２本）
　入　　賞　３点（賞金１万円とナタネ油１本）
　佳　　作　10点（ナタネ油１本）
●入賞発表
　平成20年８月上旬までに入賞者本人に通知します。
●応募・問い合わせ
　〒963－8540　郡山市麓山１―１―１
　福島県県中農林事務所　企画部　地域農林企画課内
　「たむら菜の花の里フォトコンテスト」係
　TEL０２４―９３５―１５１０　　Fax ０２４―９３５―１３１４
　HP　http://www.pref.fukushima.jp/norin-kenchu/kikaku/nanohana/index.html

たむら菜の花フォトコンテスト
～「菜の花」のある風景の写真を募集～

休日当番のお医者さん
月　　日 当　番　医 所　在　地 電話番号

５月18日（日） 奥 秋 医 院 田村市（船引町） （８６）２０３４
　　25日（日） 島 貫 整 形 外 科 小 野 町 （７２）２７２２
６月１日（日） 町 立 三 春 病 院 三 春 町 （６２）３１３１
　　８日（日） 清 水 医 院 田村市（船引町） （８２）３５３５
　　15日（日） 島 貫 整 形 外 科 小 野 町 （７２）２７２２
　　22日（日） かとうの内科クリニック 田村市（船引町） （８１）１３８８

＊電話確認のうえ受診してください。
＊詳しい情報は、「福島県救急医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.jp/
＊こども救急電話相談　毎日19時～翌朝８時　０２４－５２１－３７９０
＊詳しい情報は、「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/imu/kodomokyuukyuu/kodomokyuukyuu.htm

　田村地域では、JAたむら事業として、平成19年度より遊休農地の解消を目的として菜の花栽培を
推奨しています。
　田村地域の新たな春らしさを体感できる「菜の花」のある風景の写真を下記により募集しますので、
奮ってご応募ください。
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山開きのお知らせ

◆問い合わせ
　小野町観光協会（企画商工課）
　☎７２―６９３８

－ 矢大臣山 －
平成20年５月18日（日）

午前10時より　安全祈願祭（山頂）
先着400名に記念品をプレゼント！

青空の下で…

－ 高 柴 山 －
平成20年５月25日（日）

午前10時より　安全祈願祭（山頂）
先着900名に記念品をプレゼント！

※混雑防止のため、山開き当日は登
山者駐車場を閉鎖いたします。車
でお越しの場合は、臨時駐車場
をご利用ください。なお、臨時
駐車場から登山道入り口まで無
料のシャトルバスを運行いたし
ますのでご利用ください。

満開のツツジを満喫しましょう

行事カレンダー　（５月16日～６月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

５
月

16日（金）
17日（土）

18日（日）矢大臣山山開き　安全祈願祭10：00～矢大臣山山頂休日窓口業務実施日８：30～17：00
19日（月）
20日（火）

21日（水）
あそびの広場９：30～11：30子育て支援センター
３か月児健診・BCG接種（受付13：00～13：30）公立小野町地方綜合病院
窓口業務延長19：00まで

22日（木）ポリオ予防接種13：30～14：30保健福祉センター
23日（金）ヘルスアップ運動教室13：30～15：30多目的研修集会施設
24日（土）

25日（日）●子育ての日高柴山山開き　安全祈願祭10：00～高柴山山頂
26日（月）
27日（火）栄養相談10：00～12：00母子健康センター

28日（水）
あそびの広場９：30～11：30子育て支援センター
１歳６か月児健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
窓口業務延長19：00まで

29日（木）献血（10：00～16：30）
30日（金）図書館内整理日休館
31日（土）●世界禁煙デー・禁煙週間（～６月６日）

６
月

１日（日）

●電波の日　●気象記念日
●交通事故ゼロ歩行者優先の日
海洋センタープールオープン
第37回行政区対抗ソフトボール（雨天時８日）・家庭バレーボール大会

２日（月）
３日（火）離乳食教室（受付10：00～10：15）母子健康センター

４日（水）
●歯の衛生週間（～10日）
あそびの広場９：30～11：30子育て支援センター
窓口業務延長19：00まで

５日（木）●世界環境デー人権相談所開設10：00～15：00母子健康センター
６日（金）ヘルスアップ運動教室13：30～15：30多目的研修集会施設
７日（土）
８日（日）
９日（月）
10日（火）●時の記念日

11日（水）あそびの広場９：30～11：30子育て支援センター窓口業務延長19：00まで
12日（木）３歳児健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
13日（金）育児教室（受付10：00～10：15）母子健康センター
14日（土）

15日（日）
●シルバー交通安全の日　●父の日
日影山ふれあい登山９：00登山口集合
９か月児健診（受付13：30～14：30）柏原クリニック



※記事については、常用漢字・人名漢字で記載しております。

満開の桜の中で…満開の桜の中で… 運動会開催！

　

全
国
的
に
見
る
と
、
遅
い
時
期
に

開
花
す
る
小
野
町
の
桜
。

　

比
較
す
る
か
ら
こ
そ
、
早
い
遅
い

の
区
別
が
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

様
々
な
取
材
を
通
し
て
、
そ
の
区

別
よ
り
も
、「
初
心
を
忘
れ
ず
一
所

懸
命
取
り
組
む
こ
と
」が
大
事
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

時
に
は
比
較
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
が
、
我
が
町
の
桜
の
よ
う
に
、
自

分
ら
し
さ
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
も
の

で
す
。

　

今
月
号
よ
り
広
報
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

者
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

 

（
美
）

あ　

と　

が　

き

　　　      　　　　　　

　　　

　　　　　

　　　

　　　　

　　

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

お誕生おめでとうお誕生おめでとう
氏　　名 父・母 行政区

草野　遥介（ようすけ） 優・廣美 平　館

新妻　　澪（みお） 浩・玲子 飯豊下

遠藤　　祥（しょう） 正広・由記 浮　金

大和田柚実（ゆずみ） 勉・由紀子 浮　金

郡司　翔太（しょうた） 勇貴・恵美 小戸神

吉田　早希（さき）  覚・ミキ子 上羽出庭

（３月届出分）

氏　　名 年　齢 行政区

中　野　賢　一 73 皮籠石

宗　像　芳　光 62 南田原井

矢　吹　徳　男 67 和名田

（３月届出分）

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

※この欄は、プライバシー保護のため、届出の際
に同意を得た方を記載しています。

平成20年４月１日現在
　人　口 11,692人（△52）　
　　男 5,626人（△27）　
　　女 6,066人（△25）　
　世帯数 3,787世帯（△18）　
 （　）内は前月との増減　
 福島県現住人口調査結果から　

町の人口町の人口

税　目 期別 納期限

軽自動車税 全期 ６月２日（月）

●納め忘れのないように、ご確認く
ださい。
●納期内納入にご協力をお願いします。

町税納期のご案内

広
報
 お
の
ま
ち

編
集
と
発
行
／
小
野
町
役
場
企
画
商
工
課

福
島
県
田
村
郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
舘
廻
92　

TEL 0247-72-2111㈹
http://w

w
w
.tow
n.ono.fukushim

a.jp
e-m
ail info@

tow
n.ono.fukushim

a.jp

名物、応援合戦（小野新町小学校）

どちらもがんばれ!!（浮金小学校）


